




　㈱PLANTが展開するスーパーセンター
は、「スーパーマーケットとホームセンター

を1つにし、ワンストップで暮
らしに必要なものが揃うとい
う、日本で初めてのビジネス
モデル」（藤本店長）という
ことで、人口減少が進み、
商業施設も減少している地
域の活性化に貢献してい
る。
　同店では、豊富な品揃え
と、ローコスト・オペレーショ
ンによる低価格での商品
提供が基本だが、価格は競
合店も横並びになってしま
うことが多く、差別化を推進

するためにサービス強化を図っている。た
とえば、広い売場と約21万アイテムという
豊富な商品の相談に応える「アンサーセ
ンター」を数カ所設置。鮮魚、総菜売場で
は対面販売を実施することで、コミュニ
ケーション重視のサービスを行っている。
　催事スペースでの特別なディスプレイ
や、今回のようなコンテストに参加すること
は、顧客に買物を楽しんでもらうための演
出や情報提供になることから、積極的に取
り組んでいる。また、「ナショナルブランド
である東海漬物さんのコンテストでの受
賞は、スタッフのモチベーションアップにも
つながっている」（大倉チーフ）という。
　「お子さんとお父さん、お母さん、そし
て、おじいちゃんとおばあちゃんと3世代
揃って、買物に来ていただいても、１カ所
でみんなの買物ができるのがこの店です」
（泉田副店長）。だからこそ、楽しい売場づ
くりは重要。「店内のポイントとしての売場
づくりが行えるコンテストは、挑戦する価
値がある」と藤本店長は語ってくれた。
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　今夏に開催された東海漬物「2016年・
夏期　ディスプレイコンテスト」のスー
パーボリュームコースで
グランプリを受賞したの
は㈱PLANT（福井県
坂井市、三ッ田勝規社
長）のPLANT-3津幡店
である。藤本太一店長は
「昨年は優秀賞だった
ので、今年こそはと、ね
らってのグランプリ受賞
でしたので、格別な思い
です」と語ってくれた。
　泉田功太副店長は
「弊社は商品をしっかり
と見せることを基本と
し、そこに情報や演出を加えることで、より
魅力的な陳列を行っています」と語る。
　今回は、目立たせるためにあらゆる工夫
を行っている。「最多陳列数賞」や「最多
SKU賞」が新設されたことを踏まえて陳
列数をアップし、ボリューム感を強化。さら
に、平面的な平台に立体感を創出するた
めに、キューちゃんの大型POPを４連に
し、エンドサイド什器もトップボードのよう
に採用。フロア什器もフル活用した。その
効果は、大倉良和チーフによると「高さや
奥行が出たことで、足を止めてくれるお客
さまが多かったです。また、キューちゃん
POPの効果で、お子さまも喜んでくれる
売場になったのがうれしかった」とのこと。
　商品を主体に「見せる売場」が、数々の
創意工夫によって魅力がプラスされ、「魅
せる売場」となった好例である。
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東海漬物

商品を“魅せる”創意工夫 「スーパーセンター」としての役割

東海漬物　2016年・夏期
ディスプレイコンテスト

スーパーボリュームコース　グランプリ

来店者の目と足を止めるために
「もうひと工夫」にこだわった売場づくり！

平面的な平台陳列に、ボリューム感とともに立体感を生み出す
演出を加えたことで、来店者に注目される売場となった

（写真中央から右へ）：㈱PLANT PLANT-3津幡店の藤本
太一店長、大倉良和チーフ、泉田功太副店長、（写真左か
ら）：東海漬物㈱の常務取締役 國松晃雄氏、北陸営業所ア
カウントマネージャー 池田功氏

同社の「スーパーセンター」２号店として、19年前にオープン
したPLANT-３津幡店
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